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小
別
沢
ト
ン
ネ
ル

通
行
止
め
期
間
の
延
長

新
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
た
め
、
小

別
沢
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
止
め
を
平

成
１４
年
３
月
〜
１２
月
下
旬
の
間
と

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
掘
削
工

事
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
通
行
止
め

解
除
時
期
を
次
の
通
り
延
期
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
通
行
止
め
解
除
時
期

平
成
１５

年
４
月
下
旬
（
予
定
）。

詳
細

建
設
局
土
木
部
工
事
一
課

�（
２１１
）２
６
１
８

子育て講座の受講者を募集中！
いしざわけい こ

○内容 「思春期につながる幼児期の子育て」（講師＝石澤慶子さん～
國學院短期大学非常勤講師）。受講中は託児を行います。
○日時 １２月９日（月）午後２時～３時３０分。
○会場 保健センター（南３西１１）。
○定員・費用 ２０人・無料。
○対象 ３歳から就学前までの幼児を育てている保護者。
○申込 １１月１１日（月）午前９時から電話で。先着順。
申込・詳細 保健福祉サービス課子育て支援担当 �５１１―６３９９

ママとパパの子育てなんでも相談室

保健センターでは、区内在住の乳幼児を持つご両親を対象に育児相
談ができる相談室を開設しています（予約不要・定員なし・無料）。
○日時 毎月第３金曜日の午前９時～１１時、第４木曜日の午後１時～
３時。１・３月の第３金曜日は行いません。
○会場 保健センター１階（南３西１１）。
詳細 保健センター地域保健課 �５１１―７２２１

飯
沼
貞
吉
は
、
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
に
会
津
藩
（
現
在
の
福

と
き

え

島
県
）
の
飯
沼
時
衛
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
、

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
、
戊
辰
戦
争

と
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
た
会

津
藩
は
、
全
軍
を
年
齢
別
の
四
隊

構
成
と
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
隊

編
成
を
参
考
に
軍
制
改
革
を
行
い
、

そ
の
一
つ
で
、
十
六
、
十
七
歳
の

最
年
少
の
隊
士
「
白
虎
隊
」
を
組

織
し
ま
し
た
。

飯
沼
は
、
当
時
十
五
歳
で
し
た

が
、
年
齢
を
ご
ま
か
し
て
入
隊
し

ま
し
た
。
出
陣
に
際
し
、
母
は
、

「
ひ
き
ょ
う
な
振
る
舞
い
を
し
て

は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
送
り
出
し

た
そ
う
で
す
。

白
虎
隊
は
、
日

夜
激
戦
を
重
ね
、

い
い
も
り
や
ま

同
年
八
月
飯
盛
山

（
福
島
県
）
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

砲
煙
が
上
が
る
鶴

ケ
城
を
見
た
少
年

た
ち
は
、
絶
望
と

疲
れ
、
負
傷
、
空
腹
の
た
め
次
々
わ
き
ざ
し

と
自
決
し
ま
し
た
。
飯
沼
も
脇
差

を
力
一
杯
に
の
ど
に
突
き
刺
し
、

自
決
を
試
み
ま
し
た
が
、
通
り
掛

あ
し
が
る

か
っ
た
足
軽
（
下
級
武
士
）
の
妻

ハ
ツ
に
助
け
ら
れ
、
長
岡
藩
の
軍

医
の
手
当
て
に
よ
っ
て
、
一
命
を

取
り
留
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
飯
沼
は
、
白
虎
隊
唯
一

の
生
存
者
と
な
っ
た
の
で
す
。
さ
だ

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
貞

お雄
と
改
名
し
た
飯
沼
は
、「
生
き

る
の
が
辛
く
、
会
津
に
帰
る
こ
と

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
一
度
も

帰
郷
す
る
こ
と
は
な
く
、
十
八

（
一
八
八
五
）
年
に
逓
信
省
技
師

と
な
り
、
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年
か
ら
五
年
間
、
郵
便
局
工
務
課

長
と
し
て
札
幌
に
赴
任
し
ま
し
た
。

赴
任
か
ら
二
年
後
に
は
、
三
百

七
十
戸
余
り
を
焼
失
す
る
大
火
が

発
生
し
、
郵
便
局
も
類
焼
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
飯
沼
は
、
仮
庁

舎
と
な
っ
た
札
幌
農
学
校
演
武
場

（
現
在
の
時
計
台
）
で
通
信
業
務

を
継
続
し
な
が
ら
、
復
旧
工
事
に

も
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
札
幌
や
小
樽
な
ど
の
電
話
局

の
交
換
方
式
を
単
式
か
ら
複
式
に

す
る
改
良
工
事
も
監
督
し
、
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仙
台
逓

信
局
工
務
部
長
で
退
職
す
る
ま
で
、

日
本
の
電
信
電
話
の
発
展
に
生
涯

を
さ
さ
げ
、
昭
和
六（
一
九
三
一
）

年
六
月
、
七
十
八
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。

時
が
流
れ
昭
和
三
十
二
（
一
九

五
七
）
年
九
月
、
飯
盛
山
に
飯
沼

の
墓
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
白
虎

隊
の
仲
間
と
別
れ
て
か
ら
九
十
年

の
歳
月
が
経
過
し
、
や
っ
と
十
九

人
の
同
志
の
元
へ
帰
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
に
は
、
飯
沼
の

遺
徳
を
後
世
に
残
す
た
め
、
札
幌

会
津
会
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
海
道
支
社
が

協
力
し
て
、
か
つ
て
札
幌
で
暮
ら

し
た
場
所
（
南
七
西
一
）
に
「
会

津
藩
白
虎
隊
士
飯
沼
貞
吉
ゆ
か
り

の
地
」
と
刻
ま
れ
た
三
角
の
碑
を

建
て
ま
し
た
。

歴
史
の
散
歩
道

中央区

第８６回

札
幌
で
暮
ら
し
た
白
虎
隊
唯
一
の
生
存
者

い
い

ぬ
ま

さ
だ

き
ち

飯

沼

貞

吉

少
年
た
ち
の
悲
劇
と
し
て
今

も
語
り
継
が
れ
る
白
虎
隊
。
そ

の
唯
一
の
生
存
者
で
、
生
涯
を

電
信
電
話
の
発
展
に
さ
さ
げ
、

札
幌
の
通
信
分
野
で
も
大
き
な

貢
献
を
し
た
飯
沼
貞
吉
を
紹
介

し
ま
す
。

１１月１１日からの内容です

ホテルルーシス札幌前（旧NTT札幌
会館）に建つ飯沼貞吉の記念碑

情 報
オアシス

さ
い
と
う

中
央
小
学
校
交
通
安
全
作
品
展
標
語
部
門

最
優
秀
賞

「
運
転
中

か
け
よ
う
ベ
ル
ト

か
け
る
な
電
話
」
齊
藤
ひ
か
り
さ
ん
（
６
年
）
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